3 シンポジウム・研究会(III 共同利用研究） by unknown
Title3 シンポジウム・研究会(III 共同利用研究）
Author(s)




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University






佐藤方彦 (九芸工大 ･人間=学)○ 〟




安藤 滋 (愛知県立大 ･生物)
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｡ニホンザルの地域ポビュVニy!7'γの総合的研究












江原昭善 く順天堂大 ･医 ･解剖)




杉山率丸 く京大 ･理 ･自然人類)
I.行動の突放的研究
虫伏靖子 (京大 ･霊長研)




















参 加 瀦 :約100名
森下正明 (京大 ･理 ･動物)
司 会 松永 英 (迫伝研)
河合稚拙 (京大 ･芯技研)
日本周辺における在来宏古典田の維持








究 滋 (京大 ･霊長研)
(追加口洪)個体群動態の要田としての栄華環境





平尾武久 (群馬大 ･医 ･行動医学)
霊長類社会の進化についての-試論










期 日:1969年11月10日 (月)-11日 (火)
参 加 者 :約50名
テーマ
1. 盗長期学とは何か
司会 桝谷 誠 (京大 ･理)
基調報告Ⅰ 掛谷 誠 (京大 ･理)
〃 Ⅰ 乗越姑司 (大阪市大 ･塩)
〃 Ⅱ 鵜飼信行 (阪大 ･文)
討 論
2. 品出揃学の課題
司会 石田英突 く京大 ･霊長研)
韮朗報告Ⅰ 渡辺 毅 (京大 ･理)
誠朗報告Ⅰ 田中二郎 (東大 ･教生)
ク Ⅰ 伊沢放生 (J.M.C.)
討 論
3. 研究体制および共同研究について
司会 鈴木 晃 (京大 ･霊長研)




















































































































































































I.:6. 爪木延失 く北大 ･文 ･心理)
イヌの北田行動の観察から,社会関係,とくに順位と




















































































































16. 西邸田迅 (苅大 ･琵艮研)
自然状態で見られるニホンザルの個体の行動の分邦と








































































2)和田-姓 (京大 ･霊長研) ｢進化史的にみたオット
セイの生活様式｣
3)相見 描 く京大･理) ｢本州産ヤチネズミの系統的
位位づけ｣
4)金子之史 (京大 ･理)｢/､クネズミの分布について｣
5)野沢 謙 (京大 ･霊長研) ｢在来山羊の集団遺伝学
的解析｣
6)大泰司紀之 (北大 ･獣医) ｢偶蹄目の進化｣
7)徳田御稔 ｢けっ歯類の系統分類- とくにアフリカ
産ネズミの系統について- ｣
8)内田照章 (九大 ･農) ｢貿手類の系統｣
9)庫本 正 (秋吉台科博) ｢男手類の適応｣
10)前田書四放 く北大 ･農) ｢巽芋類の変異について｣
ll)阿部 永 (北大 ･良) ｢食虫類における適応放散｣
12)柴内俊次 (東京医歯大 ･歯) ｢全血頬の系統と進化
の研究について｣
13)岩本光雄 (京大 ･冨長研) ｢霊長類の系統分き抑こつ
いて｣
江原昭善 (京大 ･霊長研)関連コメyt





























































































































































雌鎚 河合雅雄 (京大 ･霊長研)
I. EI:原昭善 (京大 ･霊長研)
形態学と生態学との接点




座長 藤岡事変 (京大 ･人文研)
3. 山口防鶴 (阪大 ･心理)
隔離飼育ザルの行動を中心に
4. 乗越鳴司 (大阪市大 ･生物)
ニホンザルの伝適行動における群れ間の比較


















座長 渡辺直径 (東大 ･人類)
6. 岩本光始 (京大 ･霊長研)
形態学の立場から
7. 野沢 謙 (京大 ･霊長研)
集団迫伝学の立場から




9. 川辺宗視 (大阪市大 ･生物)
社会研究の立場から
10. 糸魚川直祐 (阪大 ･教養 ･心理)
心理学の立場から
討 論
座長 中山昭放 く名大 ･生物)
ll.久保田 放 く京大 ･霊長研)
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神経生理学の立切から







地F< 川村授戒 (京大 ･霊長研)












































花 治 (幣束爪 ･大nU小)

































































































1) 大田嘉四大 (北大 ･演習林)
パイロット77-ムにおけるエゾヤチネズミの個体
数変動について｡
2) 村上興正 (京大 ･理 ･動物)
山林内のアカネズミの個体群動態について.
3) 和泉 剛 (京大 ･霊長研)
ドブネズミの野外での社会構造と社会行動につい
て｡
4) 川道武夫 (北大 ･型 ･動物)
ナキウサギの分布と,コロニ-の社会糾造,祉全行
動について｡
5) 庫本 正 (秋吉台科縛)
コウモ])猫の系統と社会型との関係について｡
6) 協川 仁 (比和科博)
カワネ7:ミの生活,とくに食性と繁祖について0
7) 朝日 稔 (武雄川女大 ･生物)
狩城賃料の追跡によって得たイノyyの分布論0




9) 阿部 永 (北大 ･良 ･応用動物)
キタキツネの鵜穴及び足跡追跡による箔生活の研
究｡
10) 中国敏之 (熊本県矢部高)
キツネの巣穴分布と繁殖行動について｡
(文架 川村俊蔵)
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